
令和７年度 大船渡市市民活動支援事業 活動報告書 

 

団体名 ＳＰＯＪ 友結バンド 

事業名 楽器練習・発表を通じての居場所づくり及び世代間交流 

 

＜事業概要＞ 

東日本大震災直後の 2012年４月に発足しました。 

 応援してくれる皆様からの楽器支援を受け、楽器演奏 

や練習後のおしゃべりを通じて、世代間の垣根を超えた 

居場所づくりを目指して活動しています。 

 活動は、週１回の練習と市立第一中学校吹奏楽部の定 

期演奏会や市民芸術祭への参加など、市民の方々の目に 

触れてもらう機会を作っています。 

 

＜実施効果＞ 

 バンド全体のバランスよりも、取り組みたい楽器の希 

望を優先させることで楽しい活動ができており、今年度 

は新たに小学生の加入もありました。 

 また、私たちの活動を聞きつけて、個人で楽しんでい 

た楽器演奏を団体の場でも経験したいとの思いで、新た 

に加入していただいた大人もいました。 

 加入している子どもたちが、たくさんの人の前で演奏 

することで自信につながり、大人との交流から人とのか 

かわり方を身につける場ともなり、子どもも大人も不安 

なく楽しく活動できる居場所づくりになっています。 

 

＜今後の展開＞ 

コロナ禍で休止していた慰問を復活させるなど、無理のない範囲で発表の機会をつくり、自

分たちの活動を発信していきたいと考えています。また、楽器演奏を通じての世代間交流や、

居場所を感じられるような活動を継続していきたいと思います。 

 

＜市民のみなさんへ一言＞ 

10代～70代まで幅広い団員で構成しています。季節ごとのイベントも楽しみながら、一緒に

活動しましょう。 ※楽器は貸与します。 
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